
平
成
二
十
八
年
一
月
十
四
日
提
出

質

問

第

四

六

号

北
朝
鮮
が
行
っ
た
と
さ
れ
る
水
爆
実
験
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

岡

本

充

功
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北
朝
鮮
が
行
っ
た
と
さ
れ
る
水
爆
実
験
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
一
六
年
一
月
六
日
午
後
零
時
（
日
本
時
間
午
後
零
時
三
十
分
）
に
、
北
朝
鮮
の
朝
鮮
中
央
テ
レ
ビ
が
「
特
別
重
大
報

道
」
に
お
い
て
、
「
主
体
一
〇
五
（
二
〇
一
六
年
）
一
月
六
日
午
前
十
時
（
日
本
時
間
午
前
十
時
半
）
、
初
の
水
素
爆
弾
実
験

を
行
い
、
成
功
さ
せ
た
」
と
報
道
し
た
。

ま
た
、
韓
国
気
象
庁
は
、
こ
の
日
午
前
十
時
半
（
同
）
ご
ろ
、
北
朝
鮮
の
核
実
験
場
が
あ
る
北
東
部
・
咸
鏡
北
道
吉
州
郡
付

近
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
四
�
八
の
人
工
地
震
を
感
知
し
た
と
さ
れ
る
。

核
実
験
に
つ
い
て
、
我
が
国
は
、
一
九
六
四
年
に
批
准
し
た
部
分
的
核
実
験
禁
止
条
約
、
一
九
九
七
年
に
批
准
し
た
包
括
的

核
実
験
禁
止
条
約
（
但
し
、
未
発
効
）
よ
り
、
「
宇
宙
空
間
、
大
気
圏
内
、
水
中
、
地
下
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
空
間
に
お
け
る
核

兵
器
の
実
験
的
爆
発
及
び
他
の
核
爆
発
を
禁
止
す
る
」
と
の
考
え
方
に
立
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

こ
れ
ら
に
関
し
て
、
以
下
の
通
り
質
問
す
る
。

一

我
が
国
に
お
い
て
も
、
同
時
刻
に
北
朝
鮮
で
起
こ
っ
た
地
震
を
観
測
し
て
い
た
か
。
観
測
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が

人
工
的
な
も
の
、
な
い
し
、
自
然
発
生
的
で
は
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
認
識
で
あ
る
か
。

二

北
朝
鮮
が
行
っ
た
と
さ
れ
る
実
験
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
前
兆
を
把
握
し
て
い
た
か
。
ま
た
米
国
や
韓
国
、
そ
の
他
関
係

一



国
よ
り
、
実
験
に
関
連
す
る
情
報
に
つ
い
て
、
事
前
に
連
絡
や
通
報
が
あ
っ
た
か
。

三

政
府
に
お
け
る
『
核
実
験
』
の
定
義
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
先
に
挙
げ
た
部
分
的
核
実
験
禁
止
条
約
や
包
括

的
核
実
験
禁
止
条
約
に
基
づ
く
も
の
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
か
。

ま
た
、
北
朝
鮮
が
過
去
に
、
政
府
の
定
義
す
る
『
核
実
験
』
、
あ
る
い
は
部
分
的
核
実
験
禁
止
条
約
や
包
括
的
核
実
験
禁

止
条
約
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
る
『
核
実
験
』
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。

四

政
府
に
お
け
る
『
核
保
有
国
』
の
定
義
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
、
ま
た
、
北
朝
鮮
が
そ
の
『
核
保
有
国
』
に
該
当

す
る
と
考
え
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


